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岐阜県インターンシップ推進協議会は
岐阜県の企業・団体でのインターンシップを希望する
学生の皆さんをサポートしています。

赤文字は春休みに参加する場合

4月 キャリア関連の授業が
 スタート
5月～ 夏休みの実習先を考える
 ▶学内・外で応募
6～7月 実習先の決定
8～9月 実習に参加
10月～ 学内での発表会等
11月～ 春休みの実習先を考える
 ▶学内・外で応募
2月頃 実習に参加
3月 就職活動スタート

●受入事業所情報の収集・公開
●新規受入事業所の開拓
●マッチング支援
　（合同説明会等の開催）
●各種調査
●成果報告会等の開催
　（フィードバック）
●情報交換の場の提供
　（会議、企業向け勉強会等の開催）
●保険等の整備

1～4月 受入計画の検討・決定
 受入事業所登録・更新等
5月～ 夏休み実習学生の募集
 ▶選考、書類のやり取り
8～9月 学生の受入
 ▶評価票等による
 　フィードバック
10月～ 春休みの受入計画の検討
11月～ 実習学生の募集
12月頃～ 次年度受入計画の検討
2月頃 学生の受入

　インターンシップとは、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」。GICは、
岐阜県内でのインターンシップを希望する学生と、学生の受け入れを計画する企業・団体（＝受入事業所）をつな
ぐために、様々な催しや情報提供を行っています。
　近年、インターンシップは多様化しています。内容が事業所によって様々なのはもちろん、期間も1日から1週
間程度、それ以上のものなどがあり、学生は自分の希望に合わせてプログラムを選ぶことができます。GICでは
学生が参加計画を立てる際に役立つよう、登録事業所の情報を分かりやすく提供すること等に努めています。

　学生と受入事業所とをつなぎ、マッチング（実習先を決定すること）をサポートするために、GICでは年間を通
じて様々な活動を行っています。

〈平成30年度の一例〉

URL  https://gifuken-internship.org/検索岐阜県  インターンシップ

webサイトにて約350の受入事業所情報を公開中 岐阜県インターンシップ
保険　GICに登録のある事業所の情報

は、一覧等で全国の学校へ発送
するほか、GICのwebサイトに
てご紹介しています。このweb
サイトでは、GICのイベント参加
募集やお知らせ等を配信する「学
生会員」も募集しています。

　学生が実習に参加する場合には、
学校を通じて保険に加入することを
推奨しています。しかし加入できる
条件は学校によって異なるため、何
らかの理由で加入できない場合に
は、GICでも保険を用意しています。
（会員企業・協力員からの事前申請
のみ受付）

年間スケジュール

GIC=岐阜県インターンシップ推進協議会の活動

GICの活動 受入事業所の動き学生の動き
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平成30年推進リーフレット
（30年2月）

受入事業所 実施計画書
冊子（30年3月）

インターンシップ合同説明会
リーフレット（30年4月）

新聞広告（岐阜新聞／30年6月12日）

　平成18年のGIC発足以来、県内で
はインターンシップが次第に定着し
てきました。岐阜県では高校卒業後
に県外へ進学する学生が多いことも
あり、全国の学校から学生が参加し
ています。
　学生にとっては、学校を卒業する
前に「社会」を体験でき、その後の就
職活動や人生設計の大きな参考とな
るインターンシップ。自分のやりた
いことをはっきりさせることにも役
立ち、結果的に就職時の「ミスマッ
チ」、また就職後の「早期離職」を防ぐ
効果が期待されています。
　学生の参加時期として多いのは、
夏休み（8月中旬から9月上旬）と春休み（2月から3月）。夏休みは授業の一環等として5～10日間の実習に参加す
る学生が多く、春休みは就職活動前の2月に、短い期間のプログラムに参加する学生が増えています。
　受入事業所側でも、インターンシップを通じて学生に働くことや業界についてより良く知ってもらえるよう、
「これまでよりも力を入れている」という事例が増えています。

　活動を広く紹介するためのポスターやリーフレット、事業所情報を発信するための印刷物等を作成しています。
また6月の総会後には、新聞に広告を掲載しました。
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岐阜県内のインターンシップの推移
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岐阜県におけるインターンシップの状況

GICギャラリー

学生にとってのメリット 受入事業所にとってのメリット
●地域社会への貢献
●就職活動を控えた学生へのPR
●学生の動向把握
●各学校との連携強化
●指導にあたる職員（特に若手）のスキルアップ
●社内の活性化
※事業所内での協力体制の確立や学生への指導時間の確保等が必要

●実際の職場を体験できる
●「働く」ことや業種、職種について
　理解を深めることができる
●就職活動に対する不安の解消
●勉学に対する目的意識の向上
●他大学の学生との交流
※自分なりの目的・目標の設定、きちんとしたフィードバックが必要
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役
　
　
員

理事 会　長 大松　利幸 岐阜プラスチック工業㈱　代表取締役会長
理事 副会長 小川　信也 太平洋工業㈱　代表取締役社長
理事 副会長 小野木孝二 ㈱トーカイ　代表取締役社長
理事 副会長 川田　康夫 岐阜車体工業㈱　代表取締役社長
理事 市原　好二 東濃信用金庫　理事長
理事 栗田　順公 大垣西濃信用金庫　理事長
理事 坂口　秀平　 高山信用金庫　理事長
理事 住田　裕綱 岐阜信用金庫　理事長
理事 田口　義隆 西濃運輸㈱　代表取締役

理事 竹中　裕紀 イビデン㈱　代表取締役会長
理事 田中　義一 サンメッセ㈱　取締役相談役
理事 土屋　　嶢 ㈱大垣共立銀行　取締役頭取
理事 村瀬　幸雄 ㈱十六銀行　取締役頭取
理事 四橋　英児 ヨツハシ㈱　代表取締役社長
理事 森脇　久隆 岐阜大学　学長

理事 伊藤　義人 (独)国立高等専門学校機構
岐阜工業高等専門学校　校長

理事 髙木　俊明 岐阜県高等学校長協会　会長

監事 竹林　啓路 サンメッセ㈱　取締役執行役員　総務部長
監事 舘　　弘二 ㈱文溪堂　総務部　副参事
監事 澤村　俊夫 (一社)岐阜県経営者協会　総務・求人担当　課長

参与 牛込　　進 ㈱ＴＹＫ　代表取締役会長
参与 水谷　晃三 ㈱文溪堂　特別顧問
参与 稲原　俊浩 岐阜労働局　局長

岐阜県のインターンシップ推進にご協力をいただいている皆様 ①

GICでは、受入事業所と学生の皆さんの橋渡しとなるような
催しを行っています。平成30年度の様子をご紹介します。

　インターンシップに参加するにあたって、参加の意義や企業研究の進め方、午
後の合同説明会にも役立つ社会人基礎力やビジネスマナー等について学びました。
　学生は5、6人のグループに分かれ、自己紹介や服装チェック、お辞儀にも挑戦。
グループのメンバーと意見交換しながら理解を深めていました。

　夏休みに向けてインターンシップを計画する学生が多数参加し
ました。1人につき平均で3社のブースを回り、事業内容やイン
ターンシップの予定等について積極的に話を聞いていました。
　参加した学生からは、「様々な企業の話が聞けて選択の幅が広
がり、自分に合いそうな企業が見つけられた」、「ブースでの人数
も小規模で話が聞きやすく、質問しやすかった」といった感想が
ありました。

　各学校で4月から始まるキャリア関連の授業等と連
携。合同説明会やGICのwebサイト等についてPRする
とともに、メール配信等を行う「学生会員」への登録を
呼びかけました。

　理事会・総会では平成29年度の総括・決算、30年度の計画・予
算について役員・会員から承認を受けました。後半の事例発表会
では、岐阜経済大学、名古屋経済大学、㈱トゥ･ステップによる発
表がありました。

日　時

日　時

会　場

会　場

参加者

参加者

平成30年5月26日(土)　10：00～11：30

平成30年5月26日(土)　13：00～15：30

岐阜市文化センター　1階　催し広場

岐阜市文化センター　1階　催し広場

学生20校 55人

企業・団体55ブースと1相談コーナー/
学生35校 194人

イベント

事前講習会

インターンシップ合同説明会

学校連携 理事会・総会・事例発表会
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【経 済 団 体】 岐阜県商工会議所連合会　　一般社団法人 岐阜県経営者協会　　一般社団法人 岐阜県経済同友会　　
 一般社団法人 岐阜県工業会　　岐阜県中小企業団体中央会　　岐阜県商工会連合会    
【行 政 機 関】 岐阜労働局　　岐阜県　　岐阜市　　羽島市　　各務原市　　本巣市　　山県市　　瑞穂市　　大垣市　　
 海津市　　関市　　美濃市　　美濃加茂市　　可児市　　郡上市　　多治見市　　中津川市　　瑞浪市　　
 恵那市　　土岐市 高山市　　飛騨市　　下呂市　　岐阜県工業技術研究所　　岐阜県産業技術センター　
 岐阜県情報技術研究所　　岐阜県森林研究所　　岐阜県生活技術研究所　　岐阜県農業技術センター

愛知大学　 愛知学院大学　 愛知工科大学　 愛知工業大学　 愛知淑徳大学　 朝日大学　 岐阜大学　 岐阜協立大学　 
岐阜県立国際たくみアカデミー・職業能力開発短期大学校　 岐阜聖徳学園大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部　 
岐阜女子大学　 岐阜市立女子短期大学　 岐阜薬科大学　 金城学院大学　 (独)国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校
滋賀県立大学　 情報科学芸術大学院大学　 椙山女学園大学　 大同大学　 中京大学　 中京学院大学　 中部大学　 
中部学院大学・中部学院大学短期大学部　 東海学院大学・東海学院大学短期大学部　 東海学園大学　 長浜バイオ大学
名古屋経済大学　 南山大学　 日本福祉大学　 名城大学　 立命館大学

会
員
学
校

協
力
員

　受入事業所の担当者に、インターンシップに関する理
解をより一層深めてもらうことを目的として開催しまし
た。講師からは「インターンシップで訴求すべき魅力の
検討とプログラム設定のポイント」と題して講演があり、
その後はグループワークを実施。受入に際しての課題な
どを企業同士で交流できる良い機会となりました。

　夏休みにインターンシップを経験した6校6人の学生
が体験事例について発表。実習内容や得られた学び等に
ついて説明し、受入事業所の担当者からもコメントをも
らいました。当日は会場校による基調講演、GICによる
調査報告のほか、終了後には岐阜経済大学による「企業・
団体向けセミナー」も開催されました。

　(一社)岐阜県経営者協会の「業界研究・インターン
シップ説明会（10月13日）」や、岐阜県主催の「オール
岐阜・企業フェス（11月16日～17日）」等にインター
ンシップ相談ブースを出展しました。

　名古屋会場（ウインクあいち／2月22日）と岐阜会場（じゅうろく
プラザ／2月25日）に、それぞれ学校と会員企業・協力員の担当者
が集まり、平成31年度のインターンシップ推進に向けて意見交換
を行いました。

日　時

日　時

会　場

会　場

参加者

参加者

平成30年10月24日(水)　13：30～16：30

平成30年11月21日(水)　13：30～15：30

じゅうろくプラザ　5階　小会議室2

岐阜経済大学　7号館講堂

企業・団体36人

企業・団体102人、学校29人、学生約170人

（順不同）

外部連携 インターンシップ推進会議（名古屋・岐阜）

インターンシップ勉強会

第13回成果報告会
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インターンシップ学校調査

インターンシップと人材採用に関する
アンケート（企業調査）

対象・依頼 会員学校、情報提供学校301件

対象・依頼 会員企業、協力員、登録事業所372件

有効回答数 138件（複数キャンパス、学部等を含む）

有効回答数 188件

イビデン㈱　㈱大垣共立銀行　大垣西濃信用金庫　岐阜車体工業㈱　岐阜信用金庫　岐阜プラスチック工業㈱　サンメッセ㈱
㈱十六銀行　西濃運輸㈱　太平洋工業㈱　高山信用金庫　㈱ＴＹＫ　㈱トーカイ　東濃信用金庫　㈱文溪堂　ヨツハシ㈱
㈱アイ・エス・ティ 羽島事業所　㈱アイコットリョーワ　㈱愛さんさん 岐阜営業所　明智セラミックス㈱　㈱朝日土質設計コンサルタント
㈱アスピカ（岐阜本部）　㈱アド・プロ　アピ㈱　アルプス薬品工業㈱　㈱アルミック　㈱市川工務店　㈱伊藤工務店　㈱伊藤精密製作所
イハラサイエンス㈱ 岐阜事業所　イビデン樹脂㈱　㈱イマオコーポレーション　㈱岩電商会　岩戸工業㈱　㈱印刷工房　㈱インフォファーム
㈱宇佐美組　㈱エイエムディ自動機　㈱笑顔グループ　㈱エヌテック　榎本ビーエー㈱　㈱オイダ製作所　㈱大石　大垣精工㈱　
大垣扶桑紡績㈱　凰建設㈱　大脇建設㈱　特許業務法人 オンダ国際特許事務所　㈱オンダ製作所　㈱オンダマテック　カイインダストリーズ㈱
㈱カケフホールディングス　加藤建設㈱　カネコ㈱　金子工業㈱　河合石灰工業㈱　㈱川瀬組　岐建㈱　㈱木越組　岐セン㈱　岐阜カリモク㈱
㈱岐阜冠婚葬祭互助会　(一財）岐阜県公衆衛生検査センター　岐阜産研工業㈱　岐阜商工信用組合（しょうしん）　岐阜スバル自動車㈱
㈱岐阜造園　岐阜トヨタ自動車㈱　岐阜トヨペット㈱　ぎふ農業協同組合　岐阜ヤナセ㈱　共立コンピューターサービス㈱　協和ダンボール㈱
㈱クニシマ　㈱久保田工務店　㈱久米商店（スーパーバリュー）　クラレプラスチックス㈱ 伊吹工場　㈱ケイエムコーポレーション　㈱ＫＶＫ
剱崎建設㈱　㈱興栄コンサルタント　社会福祉法人 髙佳会　一般社団法人 光陽福祉会　生活協同組合 コープぎふ　コクド㈱　コダマ樹脂工業㈱
㈱ごとう　齊交㈱　㈱佐合木材　㈱五月商店　㈱サンウエスパ　ＳＡＮＥＩ㈱　サンケミカル㈱　㈲三和工務店　ジーエフシー㈱　
㈱シーフード・マルイ　篠田㈱　㈱シバタ　㈱住ケン岐阜　昭和コンクリート工業㈱　神鋼造機㈱　医療法人 仁寿会 介護老人保健施設 アルマ・マータ

岐阜県のインターンシップ推進にご協力をいただいている皆様 ②

平成30年度も4種類のアンケートを行いました。
一部をご紹介します。調査概要

　インターンシップの傾向について聞いたところ、学生が学校を通さずに参加する例は、62.5％の学校が「増加」と回答。また、
複数の企業のインターンシップに参加する学生についても、64.0％が「増加」という回答でした。
　学校がインターンシップに期待する内容はグラフの通り。実習内容として学校が希望する内容については、「実作業体験」、「社
員との懇談」、「社内・施設等の見学」という回答が上位となりました。

　受入の目的、参加学生に望むことはグラフの通り。受入を行ったことで得られた効果についても、「学生に自社・団体をPRできた」、
「仕事内容等への学生の理解が深まった」が上位となりました。
　受入に関する感想では、「社員の活性化につながった」、「多国籍の学生の参加が良い刺激になった」といった意見がある一方、応
募学生数が減少していることへの懸念や、受入体制の確立を課題とする声等もありました。

学生の職業観や就労意識の涵養

学生の学問に対する意欲向上
学生の企業認知度アップ

学生のビジネスマナー向上
企業等との連携強化
大学としての地域貢献
地方への人材還流

学生の早期の内定獲得
その他

0校 50校 100校 150校

136校
109校

64校
57校
49校
45校

24校
22校

10校
1校 ※複数回答

n=135

学生の就職活動への
モチベーションアップ

成果発表会

学生へのアンケート

企業等への訪問・ヒアリング

企業等へのアンケート

企業との交流会

その他

0校 30校 60校 90校

※複数回答
n=128

81校

78校

60校

41校

23校

8校

インターンシップに期待する内容 インターンシップの効果を確認するために行っていること

学生に自社・団体をPRしたい

仕事内容等について学生に知ってほしい

就職時のミスマッチや早期離職を防ぎたい

地域社会に貢献したい

学生の傾向等を把握したい

社内の活性化につなげたい

若手スタッフの育成につなげたい

社内体制の見直し等の機会としたい

その他 ※複数回答
n=168

0社 50社 100社 150社

134社
126社

64社
55社

39社
24社
24社

3社
8社 ※複数回答

n=168

業界に興味関心を持っていること

自社・団体に興味関心を持っていること

笑顔で挨拶ができること

業界に就職希望であること

目的・目標を明確に持っていること

自社・団体に就職希望であること

専門分野で高い技術を有すること

パソコン操作で高い技術を有すること

その他

0社 50社 100社 150社

119社
105社
94社

81社
67社
65社

5社
0社
2社

インターンシップを受け入れる目的 参加する学生に望むこと

役
員
・
会
員
企
業
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インターンシップと
就職活動に関する調査

夏休みインターンシップに
関する学生アンケート

対象・依頼 平成31年（2019年）3月卒業予定者／内定式等がある事業所に配付を依頼　34事業所492人
平成29年度の学生会員・イベント参加者943人

対象・依頼 夏休みに岐阜県内でインターンシップに参加した学生／
受入事業所に配付を依頼　57事業所1,115人

有効回答数 190人

有効回答数 326人

社会福祉法人 新生会　新日本ガス㈱　㈱真和産業　㈲杉島荘　㈱スギヤマメカレトロ　㈱駿河屋魚一　西建産業㈱　学校法人 西濃学園　西濃建設㈱
医療法人 静風会　社会福祉法人 清流会（白竹の里）　㈱関ケ原製作所　関ケ原石材㈱（セキストーングループ）　関信用金庫　㈱ソフィア総合研究所　　
大進精工㈱　大東㈱　太平洋精工㈱　大豊製紙グループ（大豊製紙㈱・川辺バイオマス発電㈱）　㈱タイメック　㈱大雄　㈱太洋社　㈱ダイワテクノ
税理士法人 TACT高井法博会計事務所　高砂工業㈱　㈱高山グリーンホテル　㈱田口鉄工所　竹市電気㈱　タック㈱　㈱立保　中部興業㈱
中部薬品㈱　㈱デザインボックス　㈱電算システム　天龍ホールディングス㈱（天龍グループ）　㈱東海パウデックス　東海理研㈱　㈱東伸　
㈱トゥ･ステップ　東横イン岐阜　㈱東和製作所　土岐津産業㈱　トヨタカローラ岐阜㈱　トヨタホーム岐阜㈱　㈱トヨタレンタリース岐阜　
㈱トライフィット　㈱ナイスワーク　内藤建設㈱　永井建設㈱　㈱ナガセインテグレックス　㈱ナベヤ　鍋屋バイテック㈱　㈱西日本キャンパック　
日建ヘルスメディカル㈱　㈱日東製陶所　日本耐酸壜工業㈱　日本レヂボン㈱　濃飛西濃運輸㈱　㈱のうひ葬祭　㈱野田クレーン　㈱野田建設　
㈱Notoカレッジ　特別養護老人ホーム ハートタウン平成の杜　㈱パールマネキン　㈱ハイテム　㈱ハウテック　㈱パナホーム愛岐　㈱ハラテックス　
ピーアイシステム㈱　飛騨信用組合　㈱ひだホテルプラザ　学校法人 平野学園　ヒロタ㈱　㈱ファミリーストアさとう　㈱フォーラムホテル　福寿工業㈱
フジヤ広告㈱　双葉ボビン㈱　㈱プラド　POLAエステサロン パルフェル”営業所　社会福祉法人 墨友会 特別養護老人ホーム サンヴェール大垣　
㈱洞口　㈱ホンダカーズ岐阜　前畑㈱　松下電建㈱　㈱松野組　丸伸興業㈱　丸ス産業㈱　マルスン㈱　丸仲建設㈱　（特非）Meets Vision　
ミズタニバルブ工業㈱　三菱日立ホームエレベーター㈱　美濃工業㈱　㈱美濃庄　社会福祉法人 美濃陶生苑　ムトー精工㈱　名北工業㈱　森松工業㈱
㈱ヤクセル　矢橋ホールディングス㈱　山口精機工業㈱　㈱山辰組　㈱山登ゴム　㈱ヤマニパッケージ　㈱Ｕ－セラミック　㈱ユニオン　
ユニオンテック㈱　㈱ユニテツク　㈱吉川工務店　㈲リファンク （順不同）

　参加状況を尋ねたところ、夏休み中に複数回参加する（またはした）と答えた学生が41.3％（昨年度調査に比べ5.8㌽増）となりま
した。参加した目的はグラフの通り。
　夏休み後にもインターンシップに参加したいと回答した学生は64.8％で昨年度と同水準。参加しやすい期間は、1～3日間とい
う回答が多くなりました。

　「就職活動またはその準備を始めた時期」を聞いたところ、75.8％が広報解禁より前の「2月以前」と回答。就職先を考える際に重
視したポイントは「勤務地（転勤の有無を含む）」、「職場や社員の雰囲気」、「業界」が上位になりました。
　インターンシップの参加経験は、71.6％の学生が「ある」と回答。この割合は平成25年度以降徐々に増加しています。また、参
加経験が就職活動に「影響した」と答えた学生は83.3％に上りました。

0人 50人 100人 150人 200人 250人

就職を希望している業界・職種を知るため
「働く」ことを体験するため
就職活動に利用するため

就職を希望している企業を知るため
単位取得のため

希望とは違った業界・職種を経験するため
学校の教員・職員から勧められたため

先輩等から勧められたため
その他

学生や企業担当者等、様々な人に出会うため

225人
210人

168人
121人

51人
47人
32人
17人
13人
7人 ※複数回答

n=325

①参加希望

今のところ
参加予定・希望

はない

参加したい112人
206人

0人 50人 100人 150人

1日

2～ 3日

4～ 5日

それ以上

②参加しやすい日程

92人

133人

32人

2人
n=318

※複数回答  n=201

インターンシップに参加した動機・目的 夏休み後のインターンシップ参加意向

0人 50人 100人 150人

自己分析

企業研究

先輩から話を聞いた

新聞や雑誌のチェック

特に準備はしていない

その他

127人

122人

73人

28人

15人

19人 ※複数回答
n=189

業界、企業研究に役立った 

働くことのイメージがわいた

ビジネスマナーを学ぶことができた 

その他

0人 50人 100人

68人

64人

34人

29人

22人

22人

3人

面接等でインターンシップ経験を
アピールできた

自分に足りない能力が分かり、
今後やるべきことが見つかった

他学校の学生や社会人と出会い、
人脈が広がった

※複数回答
n=109

就職活動の準備として3月になる前に行ったこと インターンシップへの参加が就職活動に影響した内容
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事務局／〒500-8833　岐阜市神田町2-2　岐阜商工会議所ビル3F
 TEL 058-267-0930　FAX 058-267-0931

URL https://gifuken-internship.org/　E-mail info@gifuken-internship.org

岐阜県インターンシップ推進協議会

岐阜県インターンシップ推進協議会は岐阜県と(一社)岐阜県経営者協会の助成を受け、会員の会費と賛助金で運営しています。
当協議会は、岐阜県と連携し「成長・雇用戦略」における重要プロジェクト「誰もが活躍できる場の創出」に取り組んでいます。

　GICでは、大学生等のインターンシップ受入事業所の情報を全国約300の学校・キャ
ンパスへ提供しているほか、webサイトでも公開しています。ご登録は無料です。希望
される場合はぜひ事務局までお問合せください。

　平成13年12月、「インターンシップ受入企業開拓事業」が始まり
ました。厚生労働省の委託により、東京経営者協会を中心とした全
国の経営者協会が4年にわたって取り組んだ後、平成18年度から
岐阜県内では岐阜労働局が事業主体となり、岐阜県経営者協会が引
き続き運営してきました。
　その一方で、県内の経済団体や学校等が個別に行う取り組みを補
強し、岐阜県のインターンシップの効果を向上させるための中核組
織を立ち上げようという機運が高まり、平成18年4月、産学官の
連携のもとにGICが設立されました。
　GICと受入企業開拓事業は相互に補完しながらインターンシップ
を推進してきましたが、平成22年度をもって前述の事業が終了と
なりました。その後はGICが趣旨を引き継ぎ、岐阜県の次世代を担
う人材を育成するために、また各企業・団体とインターンシップを
計画する学生をつなぐために、様々な活動を行っています。

ＧＩCでは、会員企業も募集しています。
ご支援、ご協力いただきますようお願いいたします。

沿　　革

受入事業所ご登録のお願い
企業・団体の皆様へ


